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朝、部屋にレミはし、なし、。おくれて帰ったレミが

ノレイーズに打ち明ける。「ゆうべ、、僕はある女性と

一緒だった。僕は彼女を愛している。」

け出すことができるのだ。単純で素朴な映画程

困難を伴うものはない。一瞬の光を、一瞬の空

気を的確に映像て、、記述しなければならなし、から

だ。『満月の夜』も、絶対的に「現代的」て、、あろう

とするエリック・ロメーノレが天啓を受けた映画作

家ロツセリーニの痕跡、を確実にとどめてし、る。そし

て、私たちは、今一つの記憶にも思いをめくやらせ

なければならない。『満月の夜』て、、ヴェオ、チア国

際映画祭主演女優賞を得たパスカノレ・オジヱ

の記憶てゃある。彼女は、この映画がフランス公

開されてから二か月後に亡くなった。パリの冬

の空気とそれを呼吸していたノ fスカノレと、彼女の

奇妙な発声が、 r~祷月の夜』のレアリズムを強

識している。こうした映鶴は美しいと呼ぶ他言葉

が見つかりはしないのだ。

⑨あらすじ

ノレイーズは、いつも恋している。、愛されすぎるこ

とグに耐えられず、また別の恋を探す。独占的な

愛情にしばられるのはまっぴら相手をより愛し、

より強く求めるために、ノレイーズは独立したひとり

の女でいたいのだ。

ノレイーズはレミと一緒に暮らしている。二人は

愛しあっているが、性格は正反対。夜遊びにつ

きあって{れないレミのかわりに、ノレイーズはオク

タ}ヴという勢を見つける。

ノレイーズは、努を誘惑するのが大好きだ。オ

クターヴがとめるのもきかず、パーティーで知り

あったノマスチアンと一夜を過ごす。

後悔したノレイーズはこっそり、まだ薄暗い通り

に抜け出しカフェで始発電車を待つ。奇妙な絵

描きがノレイーズに話しかける。「今伎は満月
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新春第 2弾 1月中旬よりロードショウ
特別鑑賞券 1，200 円発売中 ・上映時間(自由席定員制・入制)

、 |連日 12:30 2:40I4:50I7:00I9:101
(当日一般 1 ，500 円、学生 1 ，300 円のところ)

当劇場窓口、都内各プレイガイド、チケット・セゾン、 夜9時10 分の回にご来場の方には

チケットぴあ、セゾン系各劇場ほかでお求めください。 ペパーミントソーダのサービスがあります。

.ロメーノレ監督作品 r紋の光線(仮題 ).n (シオ、セソぞン配給)、『モード家の一夜 ..dユーロスペース配給)も公開決定。

静止する大気川中で!に近い方法論がそこにあ山だ。今回公開さ
.....--...........---.".."., -- . ‘ !れが満月の夜以こもその方法は当てはまる。今

梅本洋一 I度舞台になるのは、あの『海辺のポーリーヌ』の
1950年代の前半、 30代に逮じた努がパリのカ l 夏のノルマンディの海岸の陽光ではない。暗さ

ノレチェ・ラタンの小さなボーイマセ好会れρ:るが支配し、石と壁と夜ばかりの真冬のパリであ

シオ、クラブて、映闘の紹介をしてがだぶ伎は高校叫 I る。驚場人物として峡繭に置カ亙れるのも、これか

の台典文学の教師をしており、どのシネクラブ、 1 ら思春期を迎えるはずの、はつらつとした中学

で上映する峡樹も、彼の生徒たちがEこからか I '生の少女ではなく、すでに20代を迎え人生につ

借りてきたものだった。参加者の中には、やっと i いて少しは，思考したニともある女性〈パスカル・オ

20代に到達したばかりのフランソワ・トリュフォ… iジエ)である。そして、ノルマンディの残り少ない

や、ジ、ヤン=リュック・ゴダー fレや、ジャック-.9 I' 夏を静止したキャメラで、じっと見裕えたえ、ストー

ヴェットがいた。このシネクラブ。の名称はシネグ f )いアノレメンドロスの映像で、はな〈、素早く透明

ラブ・ドゥ・カルチェヴタン。潟会の高校教側は j 匂冷たさな捕えるカを持つレナート・べルタの限

エリック・ロメーノレだった。ヌイ tl~!.IV. ヴアペオ がこの映像そっくったのである o

グの開始にはもちろん様々なきるがずがあらど L 獄 40 歳て、はじめて長篇第一作(Ii"御子底Jl 60

アントラングロワのシオ、マテマタがあ冶たし、、映 i 年〉を撮ったロメーノレの映像には、最初からす

i函j批評家アンドレ・パザ、ンもいた。だがこのシえ、 l でにヌ…ヴエノレ・ヴアーグ的瑞々しさは排除さ

クラブも、ヌーヴエノレ・ヴァーグを用意する重要! れている。密やかな成熟した視線が静かに、そし

な出来事だった。 包 括 ¥ j て残酷に登場人物げままを見つめ続けている。私

それから30年以上縫った。フランソワ・トリュフ j たちは、映画のこうした視線をかつて感じたこと

ォーはすでにこの世にいない。ジヤン2リュック・ |はなかったかふし一度て、冬のパリを訪れた

ゴ、ダーノレは今なお、宙空をさぎよい綬げている。 I 人なら、 fj荷月の夜sのあの冷たい空気を感じる

ジヤツク・リヴェットは映画を撮ることの苦痛と快 i はずだろう。まだ薄暗い早朝のカフェでノfスカ

楽に身をゆだね続けている。彼らの張先!とも呼れふ I;いオジエとラズロ・サボがしたような会話を耳に

るエリック・ロメーノレは唯一人順調に映織を撮り fしたこともあるだろう。スタジ、オてボ撮影されたハリ

続け、数少記い例外を除いて多くの観客がロメ iウッド映画からは、少なくとも私たちは、こうした空
ーノレの映画を見続けてし、る。トリュフォーなき後、 | 気とこうした光とこうした音を体験したことはなか

ロメーノレが一番の支持を受けているのだ。 I った。現実から映画をヲ|き出し、現実から美を

だが彼の映画を見るのは、ある者にとっては| 発見し、映画を見る快楽を見に、映画を聴く密

痛であり、ある者にとっては快楽でもあるだろ | カ Bな歓び、をロメーノレ映画によって味わう私たち

う。静止するキャメラ。数多い台詞。取るに足らぬ | は、どうしても思い出さねばならない。

誤解から生じるそれほど起伏のない物語。ヌー | そう、あのロベノレト・ロッセリーニである。ゴダ

ヴ、エノレ・ヴアーク心の多くの作家たちに見られるよ | ーノレが、「事態を的確かつ総体的に把握する

うな映鴎愛好家的引用は彼の映画には全くな| 視点を持った」映画作家と呼んだロッセリーニ

い。映 l雨は現実を写す、という単純素朴な信仰| 的映画の系譜を、ロメーノレの中に確実に見つ


